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前文 
  私たち東大和市立第四中学校の生徒全員は、 

「育てよう ポプラのように 四中を」を目標にして 

「あいさつができる四中生」の伝統を引継ぎながら、 

誰もが素敵な笑顔で学校生活を送ることができるように 
次の人権宣言を定めます。 

第１条 自分を大切にするとともに、友達がいることの幸せに、感謝します。 

第２条 私たちは他の人の大切さを認め、気持ちのよい言動を心がけます。 

 
第３条 互いに尊重し協力し合うことで、笑顔あふれる四中にします。 

 
第４条 誰もがもっている夢を尊重し合い、その実現に努力します。 

 第５条 ポプラのように、のびのびとした学校生活を送ります。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



職 名 氏   名 教 科 

校   長 住 吉    豊 理科 

副 校 長 田 中   博 数学 

主幹教諭 望  月 伸  一 国語 

主幹教諭 
 

馬場園 和 也 保体 

主任教諭 橋 本 正 人 保体 

主任教諭 甲 田 ちあき 家庭 

主任教諭 金 澤   浩 国語 

主任教諭 矢 野 博 道 理科 

主任教諭 相 澤 祥 隆 数学 

主任教諭 天 野 真 平 社会 

主任教諭 若 木   洋 理科 

主任教諭 鳥 井 美保子 数学 

主任教諭 山 田 達 哉 数学 

主任教諭   久米川 恵 理 理科 

主任教諭 
 

教諭 

菊 地 祐 太 社会 

教 諭 松 野 卓 司 技術 

教 諭 大 賀 淳 子 英語 

教 諭 田 所 寛 聡 社会 

教 諭 高 橋   彩 数学 

教 諭 相 馬 孝 洋  音楽 

教 諭 稲 葉 康 恵 美術 

教 諭 谷 川 研 嗣 
 

英語 

教 諭 小 田 和 代 英語 

教 諭 津 佐 美 沙 保体 

養護教諭 丸山七瀬（～6/９） 養護 

養護教諭 花田実緒（6/10～） 養護 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 蛯 名 奈 穂 都ＳＣ 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 小 倉 弘 也 市ＳＣ 

事 務 林 田 直 史 都事務 

事 務 
 
 
 
 
 
 
 

池和田 弘 美 市事務 

用 務 藤 野 吉 郎 用務 

図書館指導員 小 沢 美沙子 図書 

講 師 昼 間 守 和 国語 

講 師 平 岩 義 浩 国語 

講 師 天 田 里栄子 数学 

講 師 八 木 望 美 理科 

講 師 池和田 清 夫 保体 

講 師 大 瀬 之 重 英語 

支援員 小 野 千恵子 支援 

ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁｬｰ 山 田 裕 子 数学 

少人数指導員 髙 橋 弥 生 英語 

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 近 江 賢 二 支援 

ｽﾃｯﾌﾟ専門員 
 

梅 林 晴 子 専門 

ｽﾃｯﾌﾟ担任 宮 内 志 保 ｽﾃｯﾌﾟ 

ｽﾃｯﾌﾟ担任 三 木 健 志 ｽﾃｯﾌﾟ 

ｽﾃｯﾌﾟ担任 疋 田 雅 大 ｽﾃｯﾌﾟ 

ｽﾃｯﾌﾟ担任 土 谷 泰 斗 ｽﾃｯﾌﾟ 

巡回心理士 
 

原   徹 子 心理 

配膳員 川井裕子・北川仁子 給食 

施設管理員 飯 束 信 雄 管理 

施設管理員 山 下 俊 彦 管理 

施設管理員 田 中   久 管理 

部活名 顧問 

運 

動 

部 

男子バスケットボール部 菊地・矢野 
女子バスケットボール部 矢野・菊地・若木 

女子バレーボール部 相澤・(花田)(丸山) 
野球部 天野・田中 

サッカー部 金澤・谷川 
 卓球部 鳥井・望月 

バドミントン部 久米川・津佐 
 陸上競技部 田所・高橋 

女子ソフトボール部 馬場園・橋本 
アルティメット部 橋本 

文 

化 

部 

吹奏楽部 相馬・(花田) 

情報科学部 若木・大賀 
クッキング部 甲田 

美術部 稲葉 
園芸部 松野 
手話部 小田 

   

 

 

 

 

  

役 職 等 お名前（敬称略・五十音順） 

八地区青少対 石 坂   緑 

十地区青少対 大 友 邦 子 

四中学校医 小 坂 和 宏 

主任児童委員 樫 山 美智子 

四中ＰＴＡ会長 北 原 恵美子 

十小連絡会代表 佐 野 夏 子 

四っちゃん会代表 田 中 忠 正 

八小ＰＴＡ会長 千 田 紅 実 

民生・児童委員 西 山   清 

 

学年 男 女 計 

１ ７６ ８４ １６０ 

２ ８７ １０２ １８９ 

３ １０９ ８４ １９３ 

計 ２７２ ２７０ ５４２ 

 

 



 

 

 

　

　　　　　　　人権教育推進校 (令和元年より2年間指定)

自他を大切にし、自ら考え、学び続ける力

人権課題の理解
知識的理解を深める

価値・態度を身につける

人権感覚を身につける
自他をおもいやる

自尊感情を高める

人権に関する概念や歴史、
現状等に関する知識的理解

自他の価値を尊重しよう
とする感覚や態度

自他の価値を尊重しながら
豊かな関係を築いていく諸
技能

生きる力につながる、

人権感覚を持った生徒の育成

研究主題

目指す生徒像

学校活動

各教科
人権に関する現状、歴史を知る。
考察する力を育てる。
認めあう態度を育てる。

道徳
偏見や差別に対するあり
方を考える。

総合的な学習の時間
体験を通して考察する力
を育てる。

特別活動
行事等を通して協調性
を育てる。

地域活動
ボランティア等を通して互いを
思いやる態度を育てる。

知識的側面 価値的・態度的側面 技能的側面

 

昭和 48.12. 東大和市芋窪655番地に用地取得 56.  4.  1 二代　金田  定夫校長　着任

面積18.229㎡ 61.  3.15 創立十周年記念式典・祝賀会

49.12. 本体工事～51.2.25 61.  4.  1 三代　近藤  泰校長　着任

第四中学校開設 平成   1.  4.  1 四代　藤澤  進校長　着任

51.  2.  1 初代　本木  修次校長　着任   7.  4.  1 五代　柴  多美子校長　着任

51.  2.  1 東大和市立第四中学校開校   8.11.16 創立二十周年記念式典・祝賀会

51.  4.  1 東大和市立第一中学校及び第二中学校 10.  3.31 雨水貯留施設建造工事終了

から新二年生１４６名編入４学級編成 10.  4.  1 六代　丸山  敏夫校長　着任

教頭以下１７名の教職員が発令 14.  4.  1 七代　佐藤  敏雄校長　着任

51.  4.  7 第１回入学式､東大和市立第七小学校 18.10.20 創立三十周年記念式典・祝賀会

及び第八小学校から新一年生１９９名 19.  4.  1 八代　佐々木辰彦校長　着任

の生徒が新入学 22.  2.  5 東京都人権尊重教育推進校発表会

51.  5.19 ５学級を編成 22. 6～9月 校舎耐震補強改修工事を実施

51.  6. 学校の木をポプラの木と制定 22.11.  2 東京都安全教育推進校授業公開

51.  7.  1 プール竣工 25.  4.  １ 九代　首藤  盛治校長　着任

51.10.15 校章制定 26.  4.  ８ 校舎外壁塗装工事完了

52.  1.11 標準服着用 26.  7.  1 プール改修工事完了

52.  2. 屋内運動場（体育館）竣工 26.  8.  1 十代　雨宮 敏彦校長　着任

52.11.30 校歌制定 28.  1.28 東大和市教育委員会教育課題研究発表会

53.  5.  1 校旗制定 28.11.  4 創立四十周年記念式典・祝賀会

増築(一期)工事  建築面積213.362㎡ 30.  4.  1 十一代 住吉　豊校長　着任

53.12.25 増築工事完成　普通教室５､図書室１､ 31.  3. 20 第42回 卒業式 卒業生総数 8,229名

昇降口１   延べ面積825.320㎡
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・定期考査学習計画表

・定期考査前スマホ使用時間

・生活実態調査

・生徒授業評価７月・12月

学力向上委員会
・２年目の構想
・校内外へ発信
（6/19小中交流協議会）

授業改善
① Student Teacher（教え合い学習）
② 互いの授業を見せ合う授業週間
③ 研究授業３回
④ 異学年交流授業
⑤ 教科横断型学習

家庭学習の充実
① テスト頑張るゾウ学習計画表３週間
② ＮＯスマホＤＡＹ・ＮＯゲームＤＡＹ
③ 家庭学習やるＤＡＹ
④ スプリング・ホームワーク

（６年生対象）

・１年目の

まとめと分析

・１年目成果・課題

・２年目改善策検討

＜保護者・地域との連携＞

八小、十小との小中連携

・各校の取組の共有

・協同実践の実施

保護者・地域への発信、連携

・家庭学習、学習計画表の協力

・学校便り実践報告

 


